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㞀ᐖ⪅ᑵ業・生活支援ࢭンターを受クする♫఍⚟♴法人ࡀ行う、 

当法人での㞀ᐖ⪅㞠⏝のྲྀり⤌みについてのሗ࿌ 

 

 ᓥ 広࿴（社会⚟♴ἲ人┦ᶍཎᕷ社会⚟♴事業ᅋ ᆅᇦ支援ㄢ 就労支援担当）୕ۑ
 

㸯  はࡌめに 

社会⚟♴ἲ人┦ᶍཎᕷ社会⚟♴事業ᅋ（௨ୗࠕ当ἲ人ࠖ

という。）では、┦ᶍཎᕷ内において障害⚟♴に≉化した

業ົᒎ㛤を行っている。ᖹᡂ��ᖺᗘからは┦ᶍཎᆅᇦにお

ける障害者就業࣭生活支援ࢭンࢱー業ົを受クしており、

関ಀ機関と連携しながら、障害のある方の就労支援と企業

への雇用支援を行っている。企業への雇用支援に当たって

は、企業側から当ἲ人ではどのように取り組んでいるかに

ついて⪺かれる機会もከくある。こうした⫼ᬒから、௒ᅇ、

当ἲ人でのこれまでの障害者雇用の取組についてᩚ理し、

᣺り㏉ることとした。 

 

㸰  法人概要と㞀ᐖ⪅㞠⏝の⤒㐣 

(1) 法人概要 

当ἲ人は、┦ᶍཎᕷと連携を図りながら、広くᕷẸ⚟♴

のቑ進に寄与することを目的としてᖹᡂ㸴ᖺ４᭶に設立さ

れた社会⚟♴ἲ人である。⌧在は、ᣦᐃ管理者として、┦

ᶍཎᕷにおける障害⚟♴の୰᰾施設である┦ᶍཎᕷ立障害

者支援ࢭンࢱーᯇがୣᅬ（௨ୗࠕᯇがୣᅬࠖという。）ཬ

けやき体⫱㤋ࠖといࠕᶍཎᕷ立けやき体⫱㤋（௨ୗ┦ࡧ

う。）の事業㐠Ⴀを行っている。この࡯か、障害者┦ㄯ支

援࢟ーステーࢩョンや┦ᶍཎ障害者就業࣭生活支援ࢭン

ーなどの事業の受ク、ἲ人自୺事業である生活௓ㆤ事業ࢱ

ᡤࠕ㖟Ἑࠖの㐠Ⴀなどを行っている。 

⾲㸯 法人概要 

タ❧ᖺ᭶日 ᖹᡂ㸴ᖺ４᭶㸯日 

本部ᡤᅾᆅ ⚄ዉᕝ┴┦ᶍཎᕷ中ኸ༊ᯇࡀ  ୣ

（㞀ᐖ⪅支援ࢭンターᯇୣࡀᅬ内） 

⤌⧊ 
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⥲ົㄢ※ 
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生活┦ㄯㄢ※ 
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けやࡁ体⫱㤋 

㖟Ἑ 

職ဨ数 ṇつ職ဨ  ３㸶名 

準職ဨ    㸷名 

ዎ⣙職ဨ  㸰４名 

㠀ᖖ໅職ဨ 㸴㸯名 

Ⓩ㘓㠀ᖖ໅職ဨ ⣙㸯㸰㸮名 

（୍᫬ケア・࢞イ࣊ࢻルプ஦業） 

※㞀ᐖ⪅㞠⏝⋡ 5�41㸣（51�4�1⌧ᅾ） 

 

(2) 業ົ概要 

ア  㞀ᐖ⪅支援ࢭンターᯇୣࡀᅬ 

ᯇがୣᅬでは、障害者の就労┦ㄯとしてࠕ就労援助ࢭン

⫱ーࠖ事業（ᆅᇦ支援ㄢ就労援助ಀᡤᤸ）、⚟♴人ᮦのࢱ

ᡂとしてࠕ⚟♴◊ಟࢭンࢱーࠖ事業ཬࠕࡧ手話㏻ヂ者➼㣴

ᡂࠖ事業（同ㄢ人ᮦ⫱ᡂチームᡤᤸ）、ࠕᇶᖿ┦ㄯ支援ࢭ

ンࢱーࠖやࠕ自立支援༠㆟会ࠖの㐠Ⴀ（生活┦ㄯㄢᡤᤸ）、

障害者の㏻ᡤྛ事業障害者として、⥲ྜ支援ἲにᇶづく

ከ機⬟型事業ᡤ（自立カ⦎、就労⛣行支援、就労⥅続支ࠕ

援㹀型、就労ᐃ着支援ཬࡧ生活௓ㆤ）ࠖ、௓ㆤᐙ᪘支援の

観点から実施しているࠕ障害者一᫬ࠖ࢔ࢣ事業（⚟♴サー

スಀᡤᤸ）➼を行ってࣅスಀ࣭生活サーࣅスㄢ就労サーࣅ

いる。 

イ  けやࡁ体⫱㤋 

けやき体⫱㤋では、体⫱ᐊやㅖᐊの㈚ฟཬࡧこれを活用

した障害者のスポー࣭ࣞࢶク࢚ࣜーࢩョン活ື支援のため

のㅮᗙ࣭࣋࢖ントを実施するとともに௜ᒓの㣗ᇽ�࢙ࣇ࢝�

を活用して障害者への就労体験実習の場の提供などを行っ

ている。 

 㖟Ἑ  ࢘

ᖹᡂ��ᖺᗘから、┦ᶍཎᕷ立➨୕㝧ගᅬ�知的障害者㏻

ᡤ᭦生施設�の管理㐠Ⴀ受クを⤒て、ᖹᡂ��ᖺᗘ、┦ᶍཎ

ᕷからの要ㄳに応えるᙧで、自୺事業として生活௓ㆤ事業

ᡤࠕ㖟Ἑࠖをᘓ設し、୺として知的障害者を対㇟とした生

活௓ㆤ事業と࢖࢞ドࣝ࣊プサーࣅスを行っている。 

(3) 㞀ᐖ⪅㞠⏝の⤒㐣 

ᖹᡂ��ᖺᗘから、障害者雇用としてᯇがୣᅬཬࡧけやき体

⫱㤋にて非常໅職ဨとしてそれࡒれ１ྡ採用している。なお、

ᯇがୣᅬ配ᒓの職ဨについては、ྛᗓ┬や自἞体が実施する

チࣕࣞンジ雇用を参考として、当ἲ人において㸱㹼㸳ᖺ⛬ᗘ

の雇用を㏻してさまࡊまな職ົを⤒験したୖで、一⯡企業➼

への就職につなげていくことを目的とした雇用ᙧែとしてい

る。 

障害者雇用の実施に当たり、どの部署で受入れを行うか

を᳨ウする必要があった。ᯇがୣᅬにおいては組⧊も大き

くྛ部署の業ົもከ様であり、様々な業ົが᝿ᐃされたこ

とから、⥲ົㄢ配ᒓとして、ྛ部署の職ဨからの業ົ౫㢗

を受௜し、障害者雇用に対して๓ྥきにᤊえられる≧ἣを

作っていった。 

ᖹᡂ��ᖺᗘからは、チࣕࣞンジ雇用としてᑗ᮶の一⯡企

業➼での雇用を᝿ᐃし、配ᒓ先を⥲ົㄢから、障害者就
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業࣭生活支援ࢭンࢱーを担う部署でもあるᆅᇦ支援ㄢ就労

援助ಀとした。さらに、ᯇがୣᅬにおいて⢭⚄障害者１ྡ

の雇用を行うとともに、就労支援を担当する職ဨがᯇがୣ

ᅬで働く㸰ྡ分の業ົのษりฟしを行った。ྛ部署から業

ົの౫㢗を受け、スࢣジࣗーࣝ➼を組んで業ົの౫㢗をす

るᙧែとして、⌧在に⮳っている。 

⾲㸰 ࡲࢀࡇでの㞀ᐖ⪅㞠⏝でのᑵປ⪅概要 

 㞀ᐖ 㞠⏝期間 ᡤᒓ（໅ົ᫬間） 

$ ୗ⫥ 

5⣭ 

+23�4�1�

+2��3�31 

けやࡁ体⫱㤋 

（ᖹ日��30�15�30） 

% ⒪⫱ 

%1 

+23�4�1�

+2��3�31 

⥲ົㄢ→+2�～ᆅᇦ支援ㄢᑵ

ປ援ຓಀ（ᖹ日9�00�16�00） 

& ⒪⫱ 

%2 

+2��4�1�

+31�3�31 

ᆅᇦ支援ㄢᑵປ援ຓಀ 

（ᖹ日9�00�16�00） 

' ⢭⚄ 

2⣭ 

+29�5�15�

+31�3�31 

けやࡁ体⫱㤋 

（ᖹ日10�30�14�30） 

⾲３ ⌧ᅾの㞀ᐖ⪅㞠⏝でのᑵປ⪅概要 

 㞀ᐖ 㞠⏝期間 ᡤᒓ 

( ⢭⚄ 

3⣭ 

+2��5�1� 

⌧ᅾ 

ᆅᇦ支援ㄢᑵປ援ຓಀ 

（ᖹ日9�30�16�30） 

) ⢭⚄ 

2⣭ 

+31�4�1� 

⌧ᅾ 

けやࡁ体⫱㤋 

（ᖹ日10�00�15�00） 

* ⒪⫱ 

%2 

+31�4�1� 

⌧ᅾ 

ᆅᇦ支援ㄢᑵປ援ຓಀ 

（ᖹ日9�00�16�00） 

 

３  㞀ᐖ⪅㞠⏝に࠾ける業ົ内ᐜ 

ᯇがୣᅬཬࡧけやき体⫱㤋それࡒれで行っている障害者

雇用における業ົ内容を௨ୗに♧す。 

(1) 㞀ᐖ⪅支援ࢭンターᯇୣࡀᅬ 

㸺⥲ົㄢ㸼㒑౽の㛤ᑒ㸭ྛ部署へのᅇ㏦㸭࣓ーࣝ౽発㏦準

備㸭ᥖ♧ᯈへのチラ࣭ࢩポスࢱー➼のᥖ♧と᧔ཤ㸭⤥㣗࣓

 ♧ーの᭩き෗しとᥖࣗࢽ

㸺就労援助ಀ࣭生活┦ㄯㄢ㸼機関⣬や事業参加ເ㞟チラࢩ

༳ๅ（ࣜࢯグラࣇ）࣭ᑒ入࣭発㏦㸭業ົ࣋࢖ントの受௜

（㟁話対応） 

㸺人ᮦ⫱ᡂチーム㸼࢔ンࢣート入ຊ㸭参加者ࣜスト作ᡂ㸭

◊ಟ会場設Ⴀ㸭◊ಟ㈨ᩱ༳ๅ（ࣜࢯグラࣇ）࣭୎  ྜ

㸺就労サーࣅスಀ㸼฼用者業ົ⿵助（᪂つ฼用者ಶู࢓ࣇ

ンプᢲし࣭ᕤ㈤準ࢱ準備㸭連⤡ᩥ᭩の準備࣭Ặྡスࣝ࢖

備）㸭ぢ✚ㄳồ᭩社༳ᢲ༳ 

㸺生活サーࣅスಀ㸼㣗ჾὙい㸭࣐࣭ࣝ࢜ࢱットὙ℆（ᖸ

す࣭取㎸）㸭฼用者受入準備�㌴いす用ព�㸭おもちࡷὙί 

㸺඲体㸼社用㌴（㏦㏄㌴ྵめ��ྎ）Ὑ㌴㸭施設࿘㎶の㝖ⲡ

㸭ࢹーࢱ入ຊ㸭ࣝ࢖࢓ࣇ（ᯈ目）作ᡂ㸭཰入支ฟㄪ᭩仕分

け㸭ఏ⚊ᢲ༳㸭ࣝ࢖࢓ࣇ作ᡂ（テプラ入ຊྵࡴ） 

(2) けやࡁ体⫱㤋 

ண⣙受௜㸭❆ཱྀ対応㸭ࢹーࢱ入ຊ㸭ᥖ♧≀㈞ฟ㸭㖟行入

㔠㸭配㐩≀受取㸭体⫱ᐊ➼㈚ฟ準備࣭∦づけ㸭㣗ᇽ対応 

これら業ົについて、ձẖ᪥Ỵまった᫬㛫に行う業ົղ

ẖ㐌Ỵまった᭙᪥に行う業ົճẖ᭶Ỵまった᪥に行う業ົ

մ不ᐃᮇで行う業ົに分かれており、障害≉ᛶ（ᚓព࣭不

ᚓព）を考慮のୖで、職ဨに業ົの౫㢗を行っている。な

お、これら業ົは、⌧在取組んでいるものもあれば、組⧊

体制のኚ᭦➼によって⌧在は行っていないものもྵめᣲげ

ている。また、௒ᅇは障害者雇用に関する当ἲ人として、

業ົのษりฟしをして取り組んできたものの᣺㏉りである

ため、就労者ಶ々の障害≉ᛶや業ົに対してのල体的な内

容（ᕤኵ）についてはこの⣬面ではᥖ㍕していない。 

 

４  考ᐹཬࡧ今後のᒎᮃ 

当ἲ人の୰でもᯇがୣᅬについては、職ဨ数�つᶍ�から

障害者雇用を行うୖでは、業ົのษりฟしを行いつつ、部

署㛫でㄪᩚをしながら業ົを౫㢗するにあたって、ちࡻう

どよいつᶍであることも、この取組スࣝ࢖ࢱが⌧在も⥅続

している理⏤と考える。ただ、実情としてはࠕմ不ᐃᮇで

行う業ົࠖがまだまだከいことから、᫬㛫ᖏや、᫬ᮇに

よっては౫㢗する業ົはあるかどうかをྛ部署に⪺いてᅇ

ることもまれにある。いかにẖ᪥行うことができる業ົを

職場の୰でぢฟし、さらにそれを組みྜわࡏるかが㔜要で

あると考える。こうした業ົについて、就労支援を担う職

ဨが担当となって考えてㄪᩚすることは、障害者就業࣭生

活支援ࢭンࢱーや就労援助ࢭンࢱー業ົを行うୖでもス࢟

ップにもなり、非常に᭷┈なものとなっているとᛮわ࢔ࣝ

れる。 

௒後、当ἲ人では、事業ィ⏬の୰でዎ⣙社ဨとしての雇

用➼も᳨ウすることとしている。そのためには、障害者の

就労を支援する機関として、๓㏙のㄢ㢟ゎỴとともに、さ

らなる職ᇦの㛤発と先をぢᤣえた業ົのษりฟしを進めて

いく必要がある。 

 

 りにࢃ࠾  ５

ἲ人設立から��ᖺ௨ୖが⤒過し、社会情ໃや⚟♴制ᗘも

大きくኚ化している。これからも┦ᶍཎᕷのᨻ⟇ࣃート

ーとして、また、社会⚟♴ἲ人としてồめられる役๭をࢼ

༑分に認㆑し、当ἲ人のᇶᮏ理ᛕであるࠕ人にやさしい 

そして す࡭ての人ࡧとのための 社会づくりࠖを目ᣦし

ていく。そして、ᆅᇦに㈉⊩できる事業ᅋとして、᭦なる

事業ᒎ㛤とともに、部署㛫の連携をᐦに行うことで᪂たな

障害者雇用へとつなげていきたい。 

 

【連絡先】 

୕ᓥ 広࿴ 

社会⚟♴ἲ人┦ᶍཎᕷ社会⚟♴事業ᅋ 

H�PDLO㸸PLVKLPD#VDJDPLKDUD�VKDIXNX�RU�MS 
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㞀ࡀい⪅㞠⏝に関する㎰業でのリࣁビリテ㸫ション 
 

ඖ  ຌ （㻯㻰㻼⳥ۑ  （ᰴᘧ会社 ⥲ົ部㛗࢔࢕ロンテࣇ

⚟⏣ 㞞ᶞ（㻯㻰㻼ࣇロンテ࢔࢕ᰴᘧ会社 ࢕ࢹンクࣝ就職支援ࢭンࢱー） 

 

㸯 はࡌめに 

当事業ᡤのᴫ要につきましては配ᕸ㈨ᩱをごぴいただき

たい。⡆༢にはࠕ㹁㹂㹎ࣇロンテ࢔࢕ᰴᘧ会社ࠖはࢩࠕー

ンᰴᘧ会社ࣃージࣕࣆーࢹ （ࠖ௨ୗࠕᮏ体ࠖという。）が設

立した≉౛Ꮚ会社である。設立は ���� ᖺとṔྐはὸいが、

障がい者の雇用促進を目的とし、ᮏ体の⤒Ⴀ理ᛕである

障がい者の雇用๰㐀ࠖとࠕ、雇用๰㐀ࠖをᇶᮏ理ᛕとしࠕ

  。㎰業と⚟♴の⼥ྜࠖを目ᣦして๰設したものであるࠕ

 

㸰 㹁㹂㹎ࣇロンテ࢕アᰴᘧ఍♫の目ᣦすጼとᙺ๭ 

 一⯡的な≉౛Ꮚ会社と㐪いࠕ㹁㹂㹎ࣇロンテࠖ࢔࢕とし

ての障がい者雇用での事業㐠Ⴀに関し、௨ୗの観点から事

業内容をỴᐃした。 

ձ 障がい者の雇用に≉化できるか  

人的作業がከく雇用人ဨが必要な業✀ 

ղ それࡒれの障がいがあってもฟ᮶る仕事があるか 

障がい者のྛ々の≉ᛶを生かすことがฟ᮶る業  ົ

ճ 障がいがあっても仕事としてᡂり立つか 

   障がいの᭷↓に関わらず、⇕心に໅めにບࡴのが⌧

実的な仕事の在り方であるが、⌧≧ࠕ障がい者ᨾの

仕事ࠖがከく、障がい者自身がそれを望んでいる部

分と自分がዴఱに会社࣭社会に必要とされ㈉⊩して

いるかを望んでいる部分とがある。 

௨ୖのことを㋃まえて、⢭⚄障害者の雇用があまり進ん

でいない⌧≧の୰、障がい者のࣜハࣜࣅテーࢩョンの一環

（自↛に接すること）をවࡡ、労働者࣭後⥅者不㊊である

㎰業に着目した。 

当ึよりࠕ障がい者による障がい者の⫱ᡂࠖと⊂立採⟬

をࣔットーに、㎰業生産≀でのࠕブランドຊ強化㸟ࠖによ

る኎りୖげのྥୖを目ᣦし、ࠕရ㉁ྥୖࠖを㍈に一人でも

ከくの障がい者が自信と㄂りを持って就労できるように取

り組んできた。 

᭦には障がい者自らがᣦᑟ者になり、ࠕ自分の⤥与は自

分で✌ࡄ㢼ᅵの㔊ᡂࠖを実㊶し、企業として自立した㐠Ⴀ

を目ᣦしてきた。加えて≉౛Ꮚ会社としてձそれࡒれのᚓ

ពな分㔝に≉化する、ղ就労⛣行支援ᚑ業ဨも㎰業を行う、

の㸰点をᵓ⠏し、障がい者の就労と自立を支援してきた。  

ここではこの༠ຊ関ಀにもゐれながら、障がい者の自立

にྥけた取組みを⤂௓し、┤面しているㄢ㢟をᣲげる。 

 

≉に≉౛Ꮚ会社はࠕ障がい者雇用⋡への㈉⊩ࠖが着目さ

れがちであるが、Ⴀ฼ἲ人である௨ୖࠕ企業ࠖとしてᡂᯝ

がồめられる。障がい者をከく雇用するだけでなく事業と

して฼┈を確ಖし、೺඲な⤒Ⴀᇶ┙の確ಖをすることが、

障がい者の雇用促進、安ᐃにつながると考えてきた。 

そのためにはᕷ場でホ価されるရ㉁のⰋい㎰産≀を作る

ことができるかが㔜要となる。障がい者がどれだけ㏻常の

ရ㉁ᇶ準とそれにకう作業を理ゎし、ᕷ場の要ồに応えら

れるか。障がい者ಶ人の≉ᛶにྜった業ົをษりฟすこと

が関わってくる。 

ල体的には、 

ձ 障がい者自身が安ᐃして会社への㈉⊩ᗘを感じる 

障害の≉ᛶと⛬ᗘにྜわࡏた、ಶ人ごとの作業のᶆ

準化ཬࡧ໅ົᙧែによるಶ人のព㆑としての㐩ᡂ感

をඹ᭷する。 

ղ ရ㉁の᫂確化 

㎰業生産≀は㈍኎業者（取ᘬ先）によりつ᱁が␗な

る。取ᘬ先のつ᱁をᏲってฟⲴするため、障害≉ᛶ

によりつ᱁のࣞࢬが発生しないᕤኵとチームによる

つ᱁の確認作業の実施によるရ㉁のྥୖ。 

ճ ရ㉁実⦼のྥୖと⣡ᮇ㑂Ᏺにより信㢗を確立する 

㎰業生産≀は、ኳೃその௚の要ᅉにより᪥々生産

㔞࣭ရ㉁ともに␗なってしまうことがあるが、取ᘬ

先への⣡ရ㔞やつ᱁はኚ᭦できないため、㎰業生産

≀でありながらィ⏬的なရ㉁࣭生産࣭供⤥をしてい

かなくては信㢗を຾ちᚓない。 

մ 信㢗により受ὀを⥅続し、可⬟な限り᭦に受ὀする 

㎰業生産≀であっても取ᘬ先の要望にῧえるၟရづ

くりをすることで受ὀの安ᐃ化による೺඲な事業体

㉁をᵓ⠏するよう取り組んできた。 

 

障がい者࣭೺常者のᇉ᰿を㉺えて༠同してᡂᯝを㐩ᡂす

る事でಶ人のᡂ㛗を図り、ḟの目ᶆにチࣕࣞンジする心と

自立の⢭⚄のྥୖを図ってきた。㏻常の㎰業者とẚ㍑すれ

ば、⤒験と知㆑の῝さ、᪥々の㎰業にಀわる᫬㛫➼にはᕪ

があるが、当社の㐠Ⴀしている㎰業事業の⠊囲内でရ㉁の

ྥୖ、㢳ᐈの要望に応えることを➨一と考えてきた。 

����、大㇂いちご೜ᴦ部ࠖにおいてはࠕ ᖺ１᭶より㎰

ᯘỈ産┬の㎰⚟連携のᆅᇦのᣐ点施設として、障がい者の

㎰業◊ಟ生の受け入れと೺常者の㎰業◊ಟ生の受け入れを

ඹに実施している。 
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その୰で、当社はࠕ障害者┦ㄯ支援 障害者就労⛣行ࠕࠖ

事業 ンクࣝ就職支࢕ࢹࠕ障害者ᐃ着支援事業ࠖを行うࠕࠖ

援ࢭンࢱーࠖを㐠Ⴀしている関ಀから、���� ᖺから௚社

の障がい者の㎰業実習と、企業内で⢭⚄面での理⏤からఇ

業していた者の職場᚟ᖐ๓のࣜワークの施設として受け入

れも実施してきた。 

 

 ける㎰業実習の概要࠾ご೜ᴦ部ࠖにࡕ኱㇂いࠕ ３

いちごࠖの生ࠕ大㇂いちご೜ᴦ部ࠖは、ᖺ㛫を㏻したࠕ 

産をしている施設である。⪔作面✚ �� ᖹ⡿㸷Ჷからなる

施設となっており、ኟはࠕኟおとめ 、ࠖ෤はࠕኟおとめࠖ

とࠕとちおとめࠖの᱂ᇵをしている。 

⌧在、೺常者㸰ྡ࣭身体障害者１ྡ࣭知的障害者１ྡ࣭

⢭⚄障害者４ྡを◊ಟ生として受け入れ、㎰業実習を実施

している。◊ಟは㏻常１᪥㸴᫬㛫の⌧場実習をᇶᮏとして

行っている。≉に、⢭⚄障害者に関しては㸰⣭࣭㸱⣭の方

であり、また知的障害の者も自㛢⑕気࿡であり、きめ⣽か

い支援が必要な≧ἣにある。 

 

けるリワークと㎰業実習の࠾ご೜ᴦ部ࠖにࡕ኱㇂いࠕ ４

≧ἣ 

 ᢏ⬟実習における⫱ᡂ目ᶆはୗグの㡯目となっている。 

ձ ㎰業⤒験を㏻して社会とのかかわりの実㊶ 

ղ ࠕいちごࠖの⪔作඲⯡の知㆑と実㊶ 

ճ ᑗ᮶的に㎰業で自立ができる人㈈の⫱ᡂ 

մ ≉に⢭⚄的な安ᐃのための自己管理の体験 

ձ においては、බඹ機関もྵめ、施設へのぢᏛ฼用者が 

ᖺ㛫���ྡ௨ୖあり、報㐨機関の取ᮦに対応することに

より、施設内にありながら社会とのつながりも体験でき、

またࠕ㎰産≀ࠖということもありᾘ㈝者とのかかわりも

持て、ᆅᇦの方とのᣵᣜ➼でのかかわりを持つことによ

り対人関ಀの⫱ᡂができる。 

ղ ㎰業はከ✀ከ様な仕事の組みྜわࡏでᡂり立っており 

㏻常では、障がい者の雇用という観点からするとその方

の障がい者≉ᛶにより仕事を๭り᣺ることがよいとされ

ているが、当社としては、ճの観点もྵめて඲作業を⤒

験して実㊶できるプログラムとしている。 

ճ ղをྵめて、人ᮦ⫱ᡂのᇶᮏとして事業として㎰業に 

かかわることのできる人㈈⫱ᡂをᇶᮏとしている。 

մ ≉に、⢭⚄的な障がいをᢪえている方がከい⌧≧で 

のࣜワークのプログラムとして、㎰業⤒験を㏻して⢭⚄

の安ᐃを図ることを๓提としている。 

 

５ デ࢕ンクルᑵ職支援ࢭンター（ࠕ᪋タ ）ࠖのᙺ๭ 

就労しᡂᯝをฟすⅭにはࠕ障がい者ࠖに関するᑓ㛛的知

ぢにᇶづく支援が不可Ḟである。ࠕ大㇂いちご೜ᴦ部ࠖで

は障がい者が㎰業実習に㞟୰するための࢛ࣇローに取り組

んできた。 

ල体的には、 

ձ 就労可⬟な人㈈の確ಖ 

ղ 職業人としてのᩍ⫱ 

ճ 業ົ外での生きがいの提供 

մ ≉౛Ꮚ会社の社ဨもྵめた、⢭⚄⾨生管理 

յ ⚟♴サーࣅスの一環であるࠕಶู支援ィ⏬ࠖと職

場ホ価との⼥ྜによる⫱ᡂ 

ն ᮏ体が㛤ദする࣋࢖ントへの参加➼により、社会

との関わりྜいの場を提供。≉に、௒ᅇのࢣース

では⢭⚄的な部分の࢛ࣇロー。 

 

㸴 ࠕ኱㇂いࡕご೜ᴦ部ࠖに࠾けるリワークと㎰業実習と

の実ែ 

大㇂いちご೜ᴦ部ࠖにおける㎰業実習における実ົୖࠕ 

のࣞࣝ࣋はまちまちであるが、ẖ᪥の作業においてᣦ♧に

ᚑいᣦᑟ者がつかない≧ἣでの作業ができる≧ἣにある。 

 ㎰業におけるࣜワークについては、ᅵにゐれることのຠ

ᯝと自↛の୰で仕事をするຠᯝはあるが、㎰業においては

１つ１つの作業が཰✭をᕥྑすることもあり㈐௵感の強い

方がከい⢭⚄障害の者にとっては、SUHVVXUH になること

もあるので、≉に㔜要な仕事もྵめ一人で඲㈐௵を負うの

でなくチームでこなすことの㔜要ᛶ࣭コࢣࢽ࣑ࣗーࢩョン、

ཪは終わった仕事の再確認を௚の者がすることにより⢭⚄

的࢚࢘ートを少なくしている。ただ実社会では、仕事を一

人でこなすこともከくなり、そのストࣞスをなくすための

వᬤの฼用の一部としてバーࣗ࢟࣋ー➼の行事も用ពする

とともに、ฟ᮶るだけఇ᠁᫬にコࢣࢽ࣑ࣗーࢩョンをとれ

るようなᕤኵをしている。 

 

㸵 ㄢ㢟とࡲとめ 

このような取り組みの୰である⛬ᗘのᡂᯝがฟࡏた一方、

௒後のㄢ㢟をゎỴするためにもࠕ障がい者雇用の促進ࠖと

いう≉౛Ꮚ会社の౑࿨に加え、ᮏ体での⢭⚄的にⴠち㎸ん

でしまったᚑ業ဨのࣜハࣜࣅ、௚の会社の方のࣜハࣜࣅの

場として฼用していただくことによる社会㈉⊩と会社自体

のࣞ࢔ࣝ࣋ップを図ることが㔜要であると考えている。 

 

【連絡先】 

 ⳥ඖ ຌ 

 㹁㹂㹎ࣇロンテ࢔࢕ᰴᘧ会社 ⥲ົ部 

 σ㸸������������ 

 H�PDLO�NLNXPRWR�L#FGSMS�FRP 
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ពᛮỴᐃ支援に࠾ける本人とチームの┦஫エンࣃワー࣓ンࢺ 

 
 （トストーン 就労支援ဨ࢖就労⛣行支援事業ᡤホワ）ಖ⏣ ┤ᶞஂۑ
 

㸯 はࡌめに 

᫖௒、支援⌧場において支援対㇟者のពᛮのᑛ㔜は、᭱

も㔜要視されるものであり、そのⅭのពᛮỴᐃ支援の在り

方もၥわれている。ᮏ人のⅭをᛮって支援者が᭱ၿとᛮわ

れる選ᢥを促すことは、その一᫬のኻᩋを㜵ࡄかもしれな

いが、ᮏ人の࢕ࢹス࢚ンࣃワー࣓ントになりかࡡないもの

でもあり、᪥々の支援の୰でᡃ々支援者も常に考え続ける

大きなテー࣐の一つである。 

௒ᅇ、障がいなどの理⏤から希望職✀をㅉめかけていた

㸿さんの事౛からពᛮỴᐃ支援や࢚ンࣃワー࣓ントによる

チームとᮏ人のኚ化について考ᐹし報࿌する。 

なお、ᮏ報࿌に際し、ಶ人が≉ᐃできないように配慮し

たグ㍕とし、ᮏ人にも発⾲の஢ᢎをᚓている。 

 

㸰 ஦業ᡤཬࡧ㸿さࢇのᇶ本᝟ሗ 

(1) ᑵປ⛣行支援஦業ᡤコン࣏ステラ 

���� ᖺ に㛤設 し ,36 （ ,QGLYLGXDO 3ODFHPHQW DQG 

6XSSRUW）にᇶづいた就労支援をᒎ㛤している。 

����ᖺᗘは、ᡤ㛗（6XSHU 9LVRU）と୺௵と支援ဨの常

໅㸵ྡ体制で、就労支援を行う(6 （ (PSOR\PHQW 

6SHFLDOLVW）と医⒪や生活部分に≉化した┦ㄯやㄪᩚを行

う&0（&DVH 0DQDJHU）で役๭分担した。ẖᮅのスࢱッࣇ

ングには１᫬㛫をかけ฼用者の情報࣭目的を୎ᑀ࢕ーテ࣑

にඹ᭷し支援の࢔ࢹ࢖࢔のᢳฟやពぢ交᥮、᳨ウも活発に

行った。一方でスࢱッࣇの༙数は、対人援助業ົ⤒験が㸳

ᖺᮍ‶であり、知㆑、⤒験不㊊からಶの⬟ຊのపさがྰめ

ない≧ἣでもあった。 

またᮏᖺᗘはᮏ報࿌௨外にも、ಶ人のពᛮᑛ㔜がၥわれ

るような事௳もᗄつか㉳こり、スࢱッࣇがその㔜要ᛶをᨵ

めてᏛࡧ┤すこともከかった。 

(2) 㸿さࢇ 

��௦ዪᛶ、㧗ḟ⬻機⬟障害、軽ᗘ知的障害。生活≧ἣは

障害ᖺ㔠と∗ぶからの援助で一人ᬽらし。当事業ᡤへは┦

ㄯ支援の⤂௓により����ᖺ㸴᭶から฼用㛤ጞした。 

それまではᑓ㛛Ꮫᰯで௓ㆤ⚟♴ኈの㈨᱁を取ᚓしてから

在Ꮿ௓ㆤなどで、௓ㆤ職を数社⤒験。障害ุ᫂後の๓職で

は௚機関の支援によりスーࣃーのバックࣖードにᚑ事。事

業ᡤ内ではそのዑᨺなᛶ᱁から௚の࣓ンバーと⾪✺するこ

ともしばしばある。 

 

 

 

３ 支援の⤒㐣 

(1) ฼⏝㛤ጞ当  ึ

฼用㛤ጞ当ึの㸿さんは、┦手の㒔ྜを考えずに一方的

なコࢣࢽ࣑ࣗーࢩョンをᒎ㛤し、௚の࣓ンバーを↓㜌にፗ

ᴦにㄏいᩗ㐲される≧ἣもぢられた。スࢱッࣇから事業ᡤ

は就職活ືする場ᡤであり㐟ࡪところではないことをఏえ

ると、不機᎘になりࠕもう᮶ないࠖとᖐってしまうも、᫬

㛫を⨨いて㟁話で᮶ᡤを促すと⩣᪥にはまたఱ事もなくඖ

気に᮶るということがఱᗘか続いた。そのようにᡃ൷とも

ᫎるጼに皆が㎢᫆するという≧ἣだった。 

すこしずつ関ಀもできጞめたころ、㸿さんにᑗ᮶の希望

をᑜࡡるとࠕᐙ᪘（ኵとᏊ࣭ペット）を持ちたいࠖと話し、

その生活のᇶ┙のために働き㈓㔠をしたいとㄒった。その

一方でࠕ自分はどうࡏ、ずっと⊂り身で㧗㱋者になったら

グࣝープホームへ行くことになるとᛮうからそのために㈓

㔠をしなければいけない。それが⌧実だからࠖとも話して

いた。そのㅉめとᏙ⊂をྵࡴゝⴥはᮅの࣑ーテ࢕ングでも

ඹ᭷され、スࢱッࣇ皆でより関わりを持って支援すること

をᨵめて確認することとなった。 

(2) ᑵ職活  ື

฼用㛫もない㡭にやりたい仕事をᑜࡡるとࠕなんでもい

いࠖと自Რ的に話し、たまたまᮘୖにあったồ人⚊の一␒

ୖのものを、内容確認もしないままࠕじࡷあこれでࠖと

持ってきていた。๓職も自Რ的になったことからの同൉と

のトラブࣝにより㏥職しており、自らの人生にㅉめ、人㛫

関ಀもうまくいかない様Ꮚがなわれた。事業ᡤ内でも、௚

の࣓ンバーからᏙ立しがちであったが、スࢱッࣇ඲ဨで関

わりを持つうちに௓ㆤ職᫬には฼用者をよく➗わࡏていた

と➗㢦で話すようになり、ࠕやはり௓ㆤがしたいࠖという

発ゝが⪺かれるようになった。スࢱッࣇは障害などのᅔ㞴

もあったが、そのពᛮをᑛ㔜した支援をすることにした。 

(3) ᑵ職 

㏞いがཤり௓ㆤの仕事を᥈しጞめると、自らὴ遣会社に

Ⓩ㘓しすࡄに⪁人ホームに就職がỴまった。ὴ遣会社とᡴ

、た⤖ᯝ、ὴ遣ዎ⣙ୖの理⏤から職場ゼၥは᩿られたがࡏྜ

㏻໅⦎習や㏻㝔同行などฟ᮶る限りの支援を⥅続した。そ

の準備や仕事の୰で、㸿さんより生い立ちや⫱ててくれた

♽ẕに対する᝿いから௓ㆤ職に就こうとỴめたことや௓ㆤ

自体への強い᝿いがㄒられ、その⇕のあるཱྀㄪや⾲情の⫼

ᬒには、Ꮩ立や障害࣭⑌⑓によりうまくいかなかったこと

と、ࠕ人との繋がりࠖをῬ望していることもなわれた。 

ὴ遣の仕事はࡦと᭶༙で終஢したが、その後も௓ㆤ職を
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目ᣦした就職活ືを行い、数か᭶後にジョブコーチの᮲௳

௜きでグࣝープホームの௓ㆤ職ဨの仕事がỴまった。 

しかしᮏ人の一生ᠱ࿨さは一方㏻行になりがちで、ḟ➨

に௵ࡏられている業ົと㸿さんの᝿いとの㱈㱒から、同൉

との不࿴が㉳こり、ᮏ人の行き過ぎたゝືに対し、スࢱッ

誰のⅭにఱのⅭに働くかࠖを考えるも、ฟ᮶ࠕが一⥴にࣇ

ることと、やりたいことの業ົが一⮴ࡏず㸱か᭶で㏥職した。 

この᫬は、仕事や人㛫関ಀにおいて、社会㏻ᛕୖ認めら

れない行ືについて、支援者からཝしいᣦ᦬をすることも

あったが、㞳職後はこれまでの⤒験も参考にしながら、再

 。௓ㆤ職を目ᣦして事業ᡤ฼用を再㛤しているࡧ

 の௚支援の中での≉記：記᠈㞀ᐖࡑ (4)

㧗ḟ⬻機⬟障害によるグ᠈障害が㢧ⴭにぢられ、㏻໅⤒

路をぬえられなかったが、職ဨが目༳になるᘓ≀を෗┿に

཰めたᆅ図を作ᡂした。それにἢって㏻໅ึ᪥まで㏻໅⦎

習をඹに行いグ᠈のᐃ着に努めた。 

また、自Ꮿ内でಖ㝤ドの⨨いた場ᡤが分からなくなり、

ዪᛶ職ဨが自Ꮿゼၥし一⥴に᥈すこともあった。その際に

はఫᒃのྛᡤに⨨きᛀれたとᛮわれる⌧㔠が⨨いてある≧

ἣもみられていた。 

 

４ 考ᐹ 

(1) ពᛮỴᐃ支援とエンࣃワー࣓ンࢺ 

໭㔝１）はࠕ社会⚟♴やࢯーࣝࣕࢩワークにおける支援

として、バ࢖ステ࢕ックの㸵ཎ๎の୰心に఩⨨するࠗᮏ人

の自己Ỵᐃのཎ๎࠘がある。（୰␎）ࠗᮏ人の自己Ỵᐃの

ཎ๎࠘とは、支援の実際においては࢚ࠗンࣃワー࣓ント支

援のཎ๎࠘でなければならないࠖと㏙࡭ている。また࢚ン

自分らしく࣭人㛫らしくඹに生きる価ࠗࠕワー࣓ントをࣃ

値とຊを㧗めること࠘とព࿡するࠖと㏙࡭ている。 

ᮏ報࿌の୰で㸿さんはࠕ再ࡧ௓ㆤ職に就くࠖという自己

Ỵᐃをしている。それまでは障害をྵめたᅔ㞴から希望職

✀をㅉめていたᙼዪにはࠕᮏ人の選ᢥࠖのもとスーࣃーの

バックࣖード業ົがあてがわれていた。どちらもពᛮỴᐃ

であるが、この㐪いには㸿さん自身の在り方にとって、༢

にᾘཤἲやᛮい௜きの選ᢥではなく、過ཤから௒までの࢔

。をᅵྎとした選ᢥであったことがఛわれる࢕テ࢕ンテࢹ࢖

支援の୰においても、ᙼዪの௓ㆤに対する᝿いやㅉめとᏙ

立感を受けṆめ、スࢱッࣇ内でඹ᭷する支援がなされ、そ

してデ᩿๓の希望をᇶにしたᮏ人の自己Ỵᐃを⫯ᐃしてい

た。その選ᢥを後ᢲししたものとして、支援において࢚ࠕ

ンࣃワー࣓ント支援のཎ๎ࠖのようなពᛮỴᐃ支援があっ

たのではないかと考えられた。 

また、このようなពᛮỴᐃ支援が、ᮏ人による✚ᴟ的な

コࢣࢽ࣑ࣗーࢩョンや、同行支援、就職活ື➼を㏻じて、

᭦なる信㢗に繋がり✚ᴟ的な互いのコࢣࢽ࣑ࣗーࢩョンや、

様々な機関の同行や就職活ືを㏻じて、さらなる信㢗へと

繋がり、㸿さんがスࢱッࣇを自身の自立のⅭの大ษな㈨※

として活用していたようにᛮわれた。またスࢱッࣇとの๰

㐀的な┦互࢚ンࣃワー࣓ントにも繋がっているのではない

かと考えられた。 

(2) スタッࣇチームと本人のኚ໬ 

㸿さんの支援の୰で、スࢱッࣇはಶู担当に関わらず、

連携して支援していた。これは事業ᡤの୰で㸿さんのみの

≉᭷のことではなかったが、この支援を⓶ษりに௚の支援

にもより活かされていった。チームにおいてはᮅ࣑ーテ࢕

ングの強化により、活発な࢘࢔トࣜーチ、ಶ々の᳨ウとぢ

立て、┦互連携が඘実し、支援の㈐௵をチームで持つព㆑

が強くなって行った。その⤖ᯝ、スࢱッࣇಶ人の⬟ຊは㧘

くなくとも、チームとしてはྛ々の強みを生かしたまとま

りあるものになったと考える。 

㸿さんにおいてもᏙ立しがちでㅉめが先行していた当ึ

から、スࢱッࣇ඲ဨが希望࣭㢪望を後ᢲしし、᫬にはཝし

く⌧実とྥきྜうための支援をすることで再ࡧ௓ㆤ職の㐨

を選ࡪことにつながったのではないかと考える。 

 ここでもࠕ┦互࢚ンࣃワー࣓ントࠖが働き、支援チーム

はຊを㧗め、㸿さんらしくඹ社会で生きる価値とຊを㧗め

るというኚ化に繋がったのではないかと考ᐹする。 

 

 とめࡲ ５

ᮏ報࿌では、㸿さんの希望を大ษにし、ពᛮỴᐃ支援と

目的のඹ᭷を㏻して、ᮏ人とチームが互いに࢚ンࣃワー࣓

ントされていた。これは、チームの目的はクラ࢚࢖ントの

自己実⌧であり、࣋ッ࢝ーら㸰）が㏙࡭ているࠕチームの

役๭はクラ࢔࢖ントが希望を持てるようにすることࠖとも

ྜ⮴していた。 

またᮏ᮶当たり๓のことではあるが、┦互࢚ンࣃワー࣓

ントのためには、社会㏻ᛕୖ認められない行ືにはཝしく

も┿๢に対応する必要ᛶをᏛࡪ機会ともなった。そして⌧

在の㸿さんは༙ᖺ௨ୖ働くために、誰のⅭにఱのⅭに働く

かをスࢱッࣇとᶍ⣴している。それはᙼዪの望ࠕࡴ人との

繋がりࠖのⅭのࠕ参加と役๭ࠖの支援と考える。 

 

【ཧ考ᩥ⊩】 

�� ໭㔝ㄔ一�ワー࣓ントへ 人を支援することはࣃン࢚から࢔ࢣ

ពᛮỴᐃを支援すること 㹎��、㹎���、࢓ࣦࣝࢿ࣑᭩ᡣ

（����） 

�ー௚（大ᓥᕑ ௚ ┘ヂ）࢝ッ࣋ラ࣭㹐࣭࣎ࢹ ��ワー࢟ングラ

 ������∧㹎���、㔠๛ฟ ࣇ࢖

 

【連絡先】 

ஂಖ⏣ ┤  ð

就労⛣行支援事業ᡤホワ࢖トストーン 

H�PDLO�ZKLWHVWRQH#DS�ZDNZDN�FRP 
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Ᏻᚰして働ける⎔ቃ࡙くり࡬のアプローチ 
 

 （ら㖟行 人事部人事グࣝープ ㄪᰝ役�企業在籍型職場適応援助者ࡒあお）ᫍ 希望ۑ

 

㸯  ᗈく♫఍に向けྲྀࡓり⤌みについて 

๓ᅇの発⾲では、障害をお持ちの方がࠕ㛗く安ᐃして働

き続けるためࠖ、より一Ṍ㋃み㎸んだ連携体制の就労支援

ができないかと考え、その取り組みについてご⤂௓さࡏて

いただいた。⌧在もᆅᇦ障害者職業ࢭンࢱーや就労⛣行支

援事業ᡤ、医⒪機関➼で、当事者の方に安心して就業いた

だくことを目的として就労準備や心ᵓえ、就職活ືにྥけ

た面接対⟇といった企業による情報提供プログラムを連携

のୖ、実施し続けている。 

 

 

図㸯 ᝟ሗᥦ౪プログラム 

 

㸰 当行内でのྲྀり⤌みについて 

広く社会඲体にも目をྥけた取り組みを進める୰で、当

行内でもさらに障害をお持ちの方がご活躍いただく機会を

広げる࡭く、୪行して行内での環境ᩚ備も進めていった。 

その୰で受け入れる職場、障害をお持ちの方཮方に対す

るサポート体制の඘実を図ることが㔜要だと考えた。௒ᅇ

は職場内での理ゎや支援体制、そして障害をお持ちの方に

は安心して働いていただくための職場実習プログラムの準

備といったࣇࢯト面での環境ᩚ備の取り組みについて⤂௓

する。 

(1) ᝟ሗᥦ౪ 

まずは受け入れる職場の方にも障害をお持ちの方同様、

安心して໅ົいただけるよう、≉に身近で接する方や管理

者にྥけて情報提供を行った。୺に⢭⚄障害をお持ちの方

の受け入れを᝿ᐃし、⢭⚄障害とはどのような≧ែである

のか、㛗く安ᐃして働いていただくためにはどのように接

したらⰋいのか、ࠕわからないࠖことへの不安を取り㝖く

よう心掛けた。┦互理ゎが進まず、お互いが㎞い≧ἣに㏣

い㎸まれるようなことが発生しないためにも、᪥常のコ

ョンがఱよりも大ษだと考え、あいさつやኌࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

掛けにはじまり、仕事のᣦ♧や࢕ࣇードバックといった接

し方のポ࢖ントをまとめ、情報提供した（図㸰）。 

 

 

図㸰 ᥋し方の࣏インࢺ 

 

情報提供していく過⛬では、⢭⚄障害をお持ちの方に

限ったものではなく、౛えば࣓ンࣝ࣊ࣝࢱス不ㄪをᢪえる

方や᪂人など仕事に័れない方をྵࡴ、働くす࡭ての人々

に㏻じるものがあると気づかされた。 

そのୖで≉に管理者は様々な≧ἣୗにあるᚑ業ဨに対し

て気を配ることがồめられるため、産業医や企業在籍型職

場適応援助者（ジョブコーチ）と連携しながら対応してい

くよう࣓ッࢭージとしてఏえた（図㸱）。 

 

 

図３ ⟶⌮⪅に向けて 
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(2) 支援体制 

障害をお持ちの方を複数受け入れる部署に対しては支援

体制を可視化した。これは管理者と同じく、受け入れ側も

気遣い過ぎて、サポートが負担に感じたり、疲弊してし

まったりしないよう、皆で支えていくことを知っていただ

くための一助として取り纏めたものである。着目するとこ

ろとしては、産業医や企業在籍型職場適応援助者（ジョブ

コーチ）など行内だけでなく、支援機関といった外部の機

関とも連携し、障害をお持ちの当事者のみならず、受け入

れ側にも支援がある点である（図４）。 

また、採用段階から関わっている者が、そのまま就職後

のサポートまで一貫して行うことは、必要な配慮の提供を

滞りなく実施することができるため、障害をお持ちの当事

者の安心感に繋がる。 

 

図４ 支援体制 

 

(3) 職場実習プログラム 

障害をお持ちの方にとって、就職（転職）は人生の大き

な岐路であるものの、就職先の情報を知る手掛かりは企業

のホームページや面接官の話といった非常に限られたもの

である。そこで当行への就職を希望する方に対して、当行

が選考するための実習ではなく、障害をお持ちの方が安心

して働くことができるためのステップとして、職場実習の

機会を設けた。 

プログラムの内容は、働く環境や仕事内容をより知って

いただくため、できる限り実作業に近いものを準備した。

またその場限りの職場体験で終わってしまうことがないよ

う、参加された方のその後の人生にも少しでも役立つよう

なプログラムとして、ご自身の強みや働く目的に関する自

己分析のワークも取り入れている。作業のみワークのみに

偏らず、交互にバランスよく参加いただくことで、職場の

雰囲気を知り、ご自身の持つ価値観を再確認し、就職に関

する不安が軽減されることに繋がると考えている。 

 

図５ 実習スケジュール 

 

３ 今後に向けて 

 連携体制の就労支援の１つとして、企業による情報提供

プログラムを広く実施し続けるとともに、当行内でも障害

をお持ちの方がご活躍いただく機会を広げられるよう、

様々な側面から取り組んでいく。こうした当行内での取り

組みを発信することで、少しでも障害者雇用の促進に寄与

できれば幸いである。 

 障害をお持ちの方を受け入れる際に、まず採用すること

だけに焦点を当ててしまったり、受け入れられる環境であ

るかハード面での職場環境だけを考えてしまったりしがち

である。受け入れる職場も、障害をお持ちの当事者も、そ

して広い社会で誰もが働きやすい職場環境づくりにこれか

らも努めていきたい。 

 

【連絡先】 

星 希望 

あおぞら銀行 人事部 人事グループ 

Tel：050-3199-9347 

E-mail：n.hoshi@aozorabank.co.jp 

午　前 午　後

実
習

5
日
目

9：00 ～ 16：00 　5日間

≪実習スケジュール≫

実
習

1
日
目

昼
　
食

昼
　
食

昼
　
食

昼
　
食

実
習

2
日
目

実
習

3
日
目

実
習

4
日
目

朝礼/実習の感想共有

【実習作業】
※ペアワークでダブルチェックする
　・受領印を押す
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　・データ入力をする
　→ローテーション

郵便物の種類など概要説明

【実習作業】
　・三つ折りにする
　・封筒に詰める
　・宛名を書く
　→ローテーション

本日の振り返り（日誌の記入）

【オリエンテーション】
当行説明、実習期間中のルール
行内見学ツアー

自己紹介
アイスブレイク
　・職業と自分について考える
　・面白い形のクリップを仕分けてみよう
　→グループワーク

朝礼/アイスブレイク

【実習作業】
　・3つ折りにする
　・宛名を書く
　・封筒に詰める
　・データ入力をする
　→ローテーション

朝礼/リラクゼーション

【ワーク】
　・職業準備性のチェック
　・ビジネスマナーのチェック
　・働く目的の自己分析
　→グループワーク

【実習作業】
※ペアワークでダブルチェックする
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　・データ入力をする
　→ローテーション

本日の振り返り（日誌の記入）

朝礼/アイスブレイク

【実習作業】
※ペアワークでダブルチェックする
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　・データ入力をする
　→ローテーション

【ワーク】
　・人生の価値観に関する自己分析
　・自身の良い個性を把握し、
　　足りていない部分を再認識する
　→グループワーク

本日の振り返り（日誌の記入）

【実習作業】
※通数や種類を増やしての作業
　ペアワークでダブルチェックする
　・全ての通数を確認
　・受領印を押す
　・重さをはかって仕分ける/集計
　・部署ごとに分類/集計
　→ローテーション

本日の振り返り（日誌の記入）

【ワーク】
　・自身の強みの自己分析
　・自身の個性を活かしての
　　周囲とのコミュケーション方法
　→グループワーク

本日の振り返り（日誌の記入）

昼
　
食
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